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SH7216グループ 
DTCを使用した SCI（クロック同期式）データ転送例 

要旨 
本アプリケーションノートは、SH7216の DTC（データトランスファコントローラ）を用いた SCI（シリア
ルコミュニケーションインタフェース）のクロック同期式シリアルデータ転送例をまとめたものです。 

なお、本アプリケーションノートに掲載されているタスク例およびアプリケーション例は確認済みですが、
実際にご使用になる場合には、必ず動作環境を確認の上ご使用くださいますようにお願いします。 

動作確認デバイス 
SH7216 
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1. はじめに 

1.1 仕様 
本応用例では、DTCを用いてシリアルコミュニケーションインタフェース（SCI）と内蔵 RAMとの間でデー
タ転送を行い、送受信シリアル通信を行います。 

• SCIのチャネル 1を使用します。 
• 通信フォーマットは 8ビット長固定です。 
• 送信時は、送信データエンプティ割り込み要求によって DTC が起動し、内蔵フラッシュメモリ上のデー
タをトランスミットデータレジスタ（SCTDR）にデータ転送します。 

• 受信時は、受信データフル割り込み要求によって DTCが起動し、受信したデータを内蔵 RAMにデータ
転送します。 

• 32バイト分の送信完了、および受信完了するとそれぞれの動作を停止します。 
 

1.2 使用機能 
• シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI）チャネル 1 
• データトランスファコントローラ（DTC） 
 

1.3 適用条件 

マイコン SH7216 

動作周波数 内部クロック： 200 MHz 

バスクロック：  50 MHz 

周辺クロック：  50 MHz 

統合開発環境 ルネサス エレクトロニクス製 

High-performance Embedded Workshop Ver.4.06.00 

C コンパイラ ルネサス エレクトロニクス製 SuperH RISC engine ファミリ 

C/C++ コンパイラパッケージ Ver.9.03.00 Release 00 

コンパイルオプション High-performance Embedded Workshop でのデフォルト設定 

(-cpu=sh2afpu –pic=1 –object="$(CONFIGDIR)¥$(FILELEAF).obj" 

-debug -gbr=auto –chgincpath –errorpath -global_volatile=0 

-opt_range=all -infinite_loop=0 -del_vacant_loop=0 

-struct_alloc=1 -nologo) 
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2. 応用例の説明 
本応用例では、SCIの送信データエンプティ割り込み（TXI）、受信データフル割り込み（RXI）要因によ
り DTCを起動します。ノーマル転送モードを使用して、データ転送を行い、クロック同期式シリアルデータ
の送受信を行います。 

 

2.1 使用機能の動作概要 

2.1.1 シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI） 
クロック同期式モードは、クロックパルスに同期してデータ送信／受信するモードで、高速シリアル通信
に適しています。クロックソースとしては内部クロック、または SCK端子より外部クロック入力の選択がで
きます。内部クロックを選択した場合は、同期クロックを SCK端子から出力します。外部クロックを選択し
た場合は、同期クロックを SCK端子から入力します。SCI内部では、送信部と受信部は独立していますので、
クロックを共有することで全二重通信が可能です。また、送信部および受信部ともにダブルバッファ構造に
なっているので、シリアルデータの高速連続送信、連続受信が可能です。クロック同期式シリアル通信では、
通信回線のデータは同期クロックの立ち下がりから次の立ち下がりまで出力されます。また、同期クロック
の立ち上がりでデータの確定が保証されます。シリアル通信の 1キャラクタは、データ LSBから始まり最後
にMSBが出力されます。MSB出力後の通信回線の状態はMSBの状態を保ちます。 

SCIについての詳細は、「SH7216グループ ハードウェアマニュアル」の「シリアルコミュニケーション
インタフェース（SCI）」の章を参照してください。 

表 1にクロック同期式通信の概要を示します。図 1に SCIのブロック図を示します。 

 
表 1 クロック同期式通信の概要 

項目 概要 
チャネル数 4チャネル（SCI_0、SCI_1、SCI_2、SCI_4） 
クロックソース 内部クロック: Pφ、Pφ/4、Pφ/16、Pφ/64（Pφ: 周辺クロック） 

外部クロック: SCK端子入力クロック 
データフォー

マット 
転送データ長: 8ビットデータ固定 
転送順序: LSBファースト／MSBファースト選択可能 

ボーレート 内部クロック選択時: 1kbps～500kbps（Pφ = 40MHz動作時） 
外部クロック選択時: 最大 8333333.3bps 
（Pφ = 50MHz外部入力クロック 8.3333MHz動作時） 

エラーの検出 オーバランエラー 
割り込み要求 送信データエンプティ割り込み（TXI） 

受信データフル割り込み（RXI） 
受信エラー割り込み（ERI） 
送信終了割り込み（TEI） 

クロックソース 内部クロック／外部クロックから選択可能 
• 内部クロックを選択時: 

SCIはボーレートジェネレータのクロックで動作し、同期クロックを外部へ出力する
ことが可能 

• 外部クロックを選択時: 
内部ボーレートジェネレータを使用せず、入力されたクロックで動作する。 
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【記号説明】

SCRSR   ：レシーブシフトレジスタ
SCRDR   ：レシーブデータレジスタ
SCTSR    ：トランスミットシフトレジスタ
SCTDR    ：トランスミットデータレジスタ
SCSMR   ：シリアルモードレジスタ
SCSCR   ：シリアルコントロールレジスタ
SCSSR   ：シリアルステータスレジスタ
SCBRR   ：ビットレートレジスタ
SCSPTR ：シリアルポートレジスタ
SCSDCR ：シリアルディレクションコントロールレジスタ

Pφ
Pφ/4
Pφ/16
Pφ/64

 

図 1 SCIFのブロック図 
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2.1.2 データトランスファコントローラ（DTC） 
ノーマル転送モード、リピート転送モード、ブロック転送モードの 3種類あり、転送情報をデータ領域に
格納することで、任意のチャネル数のデータ転送を行うことができます。DTCが起動すると、データ領域か
ら転送情報をリードしてデータ転送を行い、データ転送後の転送情報をライトバックします。 

転送情報は、データ領域上に配置します。 

DTCについての詳細は、「SH7216グループ ハードウェアマニュアル（rjj09b0575）データトランスファ
コントローラ」の章を参照ください。 

表 2に DTCの概要を、図 2に DTCのブロック図を示します。 

 
表 2 DTCの概要 

項目 概要 
転送モード ノーマル転送モード、 リピート転送モード、 ブロック転送モード 
転送回数 ノーマル転送モード: 1～65536 回 

リピート転送モード: 1～256 回 
ブロック転送モード: 1～65536 回 

データサイズ バイト、ワード、ロングワードに設定可能 
CPU割り込み要求 一回のデータ転送終了後、CPUに対して割り込み要求可能 

指定したデータ転送終了後、CPUに対して割り込み要求可能 
起動要因 外部端子、A/D、CMT、USB、MTU2、MTU2S、IIC3、SSU、SCI、SCIF 
その他 チェイン転送（一つの起動要因に対して複数のデータ転送）可能 

転送情報のリードスキップモードを設定可能 
モジュールストップモードを設定可能 
ショートアドレスモードを設定可能 
バス権開放タイミングを 3種類から選択可能 
DTC起動時の優先順位を 2種類から選択可能 
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【記号説明】

MRA、MRB ：DTCモードレジスタA、B
SAR ：DTCソースアドレスレジスタ
DAR ：DTCデスティネーションアドレスレジスタ
CRA、CRB ：DTC転送カウントレジスタA、B
DTCERA～DTCERE ：DTCイネーブルレジスタA～E
DTCCR ：DTCコントロールレジスタ
DTCVBR ：DTCベクタベースレジスタ

起動制御

 

図 2 DTCブロック図 
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(a) DTC転送情報の配置 

転送情報は、データ領域上に配置します。転送情報の先頭アドレスは、4n番地としてください。4n番地以
外を指定した場合、下位 2ビットを無視してアクセスします（[1:0]＝B'00）。データ領域上での転送情報の
配置を図 3に示します。すべての DTC転送の転送元／転送先が内蔵 RAMと内蔵周辺モジュールである場合
に限り、バス機能拡張レジスタ*1（BSCEHR）の DTSAビットを 1にセットすることでショートアドレスモー
ドを選択することができます。 

【注】 1. 「SH7216グループ ハードウェアマニュアル（rjj09b0575）バスステートコントローラ」の「9.4.8 
バス機能拡張レジスタ（BSCEHR）」を参照ください。 

 

先頭アドレス

チェイン

転送

一つの転送の

転送情報

（4ロングワード）

通常時の転送情報の配置

チェイン転送のとき

2回目転送用の
転送情報

（4ロングワード）

0 1 2 3

MRA MRB 予約（0ライト）

SAR

DAR

CRA CRB

MRA MRB 予約（0ライト）

SAR

DAR

CRA CRB

4バイト

下位アドレス

先頭アドレス

チェイン

転送

ショートアドレスモード時の

転送情報の配置

4バイト

0 1 2 3

MRA

MRB

SAR

DAR

CRA CRB

MRA

MRB

SAR

DAR

CRA CRB

一つの転送の

転送情報

（3ロングワード）

チェイン転送のとき

2回目転送用の
転送情報

（3ロングワード）

【注】　ただし、SAR、DARの上位8ビットを"1"固定とみなすため、
内蔵周辺モジュールと内蔵RAMの転送時のみに設定可能です。

下位アドレス

 

図 3 データ領域上での転送情報の配置 
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(b) DTCベクタテーブルの配置 

• DTCベクタテーブルを RAM上に配置するため、DTCベクタベースアドレスレジスタ（DTCVBR）にベ
クタベースとなるアドレスを設定します。 

• DTCベクタアドレスオフセットのアドレス先に転送情報の先頭アドレスを格納します。 
 

DTCは、起動要因別にベクタテーブルから転送情報の先頭アドレスをリードし、この先頭アドレスから転
送情報をリードします。DTCは、起動要因別にベクタテーブルから転送情報の先頭アドレスをリードし、こ
の先頭アドレスから転送情報をリードします。 

図 4に DTCベクタテーブルと転送情報の対応を示します。 

また、表 3に割り込み要因と DTCベクタアドレスおよび対応する DTCEを示します。 

 

4バイト

転送情報（n）
先頭アドレス

転送情報（2）
先頭アドレス

転送情報（1）
先頭アドレス

ベクタテーブル

+ 4n

+ 4

DTCベクタ
アドレス

上位：DTCVBR
下位：H'400 + ベクタ番号 × 4

転送情報（1）

転送情報（2）

転送情報（n）

 

図 4 DTCベクタテーブルと転送情報の対応 
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表 3 割り込み要因と DTCベクタアドレスおよび対応する DTCE 

起動要因発生元 起動要因 ベクタ番号 DTCベクタアドレス 
オフセット 

DTCE*1 

IRQ0 64 H'00000500 DTCERA15 
IRQ1 65 H'00000504 DTCERA14 
IRQ2 66 H'00000508 DTCERA13 
IRQ3 67 H'0000050C DTCERA12 
IRQ4 68 H'00000510 DTCERA11 
IRQ5 69 H'00000514 DTCERA10 
IRQ6 70 H'00000518 DTCERA9 

外部端子 

IRQ7 71 H'0000051C DTCERA8 
ADI0 92 H'00000570 DTCERA7 A/D 
ADI1 96 H'00000580 DTCERA6 

RCAN-ET RM0_0 106 H'000005A8 DTCERA4 
CMI0 140 H'00000630 DTCERA3 CMT 
CMI1 144 H'00000640 DTCERA2 
USBRXI1 150 H'00000658 DTCERE7 
USBTXI1 151 H'0000065C DTCERE6 
USBRXI0 154 H'00000668 DTCERA1 

USB 

USBTXI0 155 H'0000066C DTCERA0 
TGIA_0 156 H'00000670 DTCERB15 
TGIB_0 157 H'00000674 DTCERB14 
TGIC_0 158 H'00000678 DTCERB13 

MTU2_CH0 

TGID_0 158 H'0000067C DTCERB12 
TGIA_1 164 H'00000690 DTCERB11 MTU2_CH1 
TGIB_1 165 H'00000694 DTCERB10 
TGIA_2 172 H'000006B0 DTCERB9 MTU2_CH2 
TGIB_2 173 H'000006B4 DTCERB8 
TGIA_3 180 H'000006D0 DTCERB7 
TGIB_3 181 H'000006D4 DTCERB6 
TGIC_3 182 H'000006D8 DTCERB5 

MTU2_CH3 

TGID_3 183 H'000006DC DTCERB4 
TGIA_4 188 H'000006F0 DTCERB3 
TGIB_4 189 H'000006F4 DTCERB2 
TGIC_4 190 H'000006F8 DTCERB1 
TGID_4 191 H'000006FC DTCERB0 

MTU2_CH4 

TCIV_4 192 H'00000700 DTCERC15 
TGIU_5 196 H'00000710 DTCERC14 
TGIV_5 197 H'00000714 DTCERC13 

MTU2_CH5 

TGIW_5 198 H'00000718 DTCERC12 
TGIA_3S 204 H'00000730 DTCERC3 
TGIB_3S 205 H'00000734 DTCERC2 
TGIC_3S 206 H'00000738 DTCERC1 

MTU2S_CH3 

TGID_3S 207 H'0000073C DTCERC0 
TGIA_4S 212 H'00000750 DTCERD15 
TGIB_4S 213 H'00000754 DTCERD14 
TGIC_4S 214 H'00000758 DTCERD13 
TGID_4S 215 H'0000075C DTCERD12 

MTU2S_CH4 

TCIV_4S 216 H'00000760 DTCERD11 



SH7216グループ DTCを使用した SCI（クロック同期式）データ転送例 

RJJ06B1160-0101  Rev.1.01  Page 10 of 24 
2010.06.25  

起動要因発生元 起動要因 ベクタ番号 DTCベクタアドレス 
オフセット 

DTCE*1 

TGIU_5S 220 H'00000770 DTCERD10 
TGIV_5S 221 H'00000774 DTCERD9 

MTU2S_CH5 

TGIW_5S 222 H'00000778 DTCERD8 
RXI 230 H'00000798 DTCERD7 IIC3 
TXI 231 H'0000079C DTCERD6 
SPRI 234 H'000007A8 DTCERD5 RSPI 
SPTI 235 H'000007Ac DTCERD4 
RXI4 237 H'000007B4 DTCERD3 SCI4 
TXI4 238 H'000007B8 DTCERD2 
RXI0 241 H'000007C4 DTCERE15 SCI0 
TXI0 242 H'000007C8 DTCERE14 
RXI1 245 H'000007D4 DTCERE13 SCI1 
TXI1 246 H'000007D8 DTCERE12 
RXI2 249 H'000007E4 DTCERE11 SCI2 
TXI2 250 H'000007E8 DTCERE10 
RXI3 254 H'000007F8 DTCERE9 SCIF3 
TXI3 255 H'000007FC DTCERE8 

【注】 *1 対応する割り込み要因のない DTCEビットは、リザーブビットとなります。0をライトしてくださ
い。 

 

2.2 参考プログラムの動作説明 
参考プログラムの DTC転送条件を表 4に、SCI設定内容を表 5に示します。 

また、転送情報メモリマップを図 5に、動作説明を図 6に示します。 

 
表 4 DTC転送条件 

条件 SCI送信側 DTC転送条件（TXI1） SCI受信側 DTC転送条件（RXI1） 
転送モード ノーマルモード ノーマルモード 
転送回数 32回 32回 
転送サイズ バイト バイト 
DTCベクタテーブル H'FFF90000（内蔵 RAM）に配置 H'FFF90000（内蔵 RAM）に配置 
転送元 内蔵 RAM レシーブデータレジスタ 

（SCRDR_1） 
転送先 トランスミットデータレジスタ

（SCTDR_1） 
内蔵 RAM 

転送元アドレスモード 転送後 SARをインクリメント 転送後も SARを固定 
転送先アドレスモード 転送後も DARを固定 転送後 DARをインクリメント 
起動要因 SCI1の TXI1 SCI1の RXI1 
割り込み処理 指定したデータ転送終了後、CPUに対し

て割り込みを許可 
指定したデータ転送終了後、CPUに対し
て割り込みを許可 
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表 5 SCI設定内容 

チャネル CH1 
通信モード クロック同期式モード 

割り込み 送信データエンプティ割り込み（TXI） 
受信データフル割り込み（RXI）、受信エラー割り込み（ERI） 

通信速度 100kbps（Pφ=50MHz） 
データ長 8ビットデータ（固定） 
ストップビット 1ストップビット 
同期クロック 内部クロック／SCK端子は同期クロック出力 
ビット順序 LSBファーストで送信 
 

H'FFF80000

H'FFF9FFFF

H'FFF90000
（DTCVBR）

内蔵RAM DTCベクタテーブル

オフセット（H'7D4）

RXI_1の転送情報
先頭アドレスH'FFF90800

TXI_1の転送情報
先頭アドレスH'FFF90810

H'FFF90800

H'FFF90810

RXI_1の転送情報

TXI_1の転送情報

H'FFF907D4

H'FFF907D8

 

図 5 転送情報メモリマップ 
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[送信動作]

トランスミットイネーブル

（TEビット）

トランスミットインタラプト

イネーブル（TIEビット）

トランスミットデータ
レジスタエンプティ

（TDREビット）

DTC_TX起動

CPUへの送信割り込み

トランスミットデータ
レジスタ格納データ

TXD2端子

SCK2出力端子

[受信動作]

DTC_RX起動

CPUへの受信割り込み

RXD2端子

レシーブデータ
レジスタ格納データ

レシーブデータレジスタ

フル（RDRFビット）

レシーブインタラプト

イネーブル（RIEビット）

レシーブイネーブル

（REビット）

"1"にセット

"1"にセット

TDRE = 1でDTCが起動。送信データを内蔵RAMから
トランスミットデータレジスタへ転送。TDREビットは自動で0クリア。

最終データをTDRに
書き込み後クリア

最後は割り込み内で

クリア

DTC転送
32回目

DTC転送が完了すると
CPUに対して割り込み要求発生

DTC転送
31回目

DTC転送
4回目

DTC転送
3回目

DTC転送
2回目

DTC転送
1回目

DATA
1

DATA2 DATA3 DATA4 DATA31DATA
30 DATA32

DATA1 DATA2 DATA3 DATA
29

DATA30 DATA31 DATA32

"1"にセット

"1"にセット
最終データを

RDRから
読み込み後クリア

最後は割り込み内で

クリア

RDRF = 1でDTCが起動。受信データをレシーブデータレジスタから
内蔵RAMへ転送。RDRFビットは自動で0クリア。

DTC転送
32回目

DTC転送が完了すると
CPUに対して割り込み要求発生

DTC転送
31回目

DTC転送
30回目

DTC転送
29回目

DTC転送
2回目

DTC転送
1回目

DATA2 DATA31 DATA32DATA30DATA29DATA
28

DATA1

DATA1 DATA2 DATA3 DATA
29

DATA30 DATA31 DATA32

 

図 6 動作説明 
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2.3 使用機能の設定手順 
ここでは、参考プログラムの仕様機能初期設定手順を説明します。 

図 7に参考プログラムの処理フローを、図 8にモジュールスタンバイ解除の設定フローを、図 9にピンファ
ンクションコントローラの設定フローを、図 10に DTCの初期化フロー1を、図 11に DTCの初期化フロー2
を、図 12にクロック同期式モード送受信初期設定フローを示します。また、図 13にクロック同期式モード
送信割り込み処理フローを、図 14にクロック同期式モード受信割り込み処理フローを、図 15に受信エラー
割り込み処理フローを示します。なお、各レジスタ設定の詳細は、「SH7216グループ ハードウェアマニュ
アル」を参照ください。 

 

main

・・・ シリアルコミュニケーションインタフェースの初期設定

  　　（SCI1初期設定）

割り込み優先レベル設定

レジスタ（IPR16） の設定

・・・ ピンファンクションコントローラの初期設定

  　（SCI1の入出力端子設定）

・・・ SCI1の送受信および割り込み要求許可

・・・ 割り込みマスクレベルを“0”に設定

シリアルコントロールレジスタ

（SCSC）の設定

・・・ データトランスファコントローラの初期設定

  　（SCI_TXI_1の転送情報設定）

・・・ SCI1の割り込み優先レベルを設定

・・・ 低消費電力モードの設定

・・・ クロックパルス発振器設定（詳細説明は割愛させていただきます）

・・・ データトランスファコントローラの初期設定

  （SCI_RXI_1の転送情報設定）

init_cpg()

stbcr_init()

init_dtc_tx()

init_dtc_rx()

init_sci1()

pfc_init()

set_imask(0x0)

 

図 7 参考プログラム処理フロー 

stbcr_init()

スタンバイコントロール

レジスタ5（STBCR5）の設定
・・・ SCI1へクロック供給許可

       MSTP56ビットを“0”に設定

スタンバイコントロール

レジスタ2（STBCR2）の設定
・・・ DTCへクロック供給許可

       MSTP4ビットを“0”に設定（初期値）

RTS
 

図 8 モジュールスタンバイ解除の設定フロー 
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pfc_init()

ポートＡコントロール

レジスタL2（PACRL2）の設定
・・・ PA4をSCI1のTxD1に設定

           PA5をSCI1のSCK1に設定

RTS

ポートＡコントロール

レジスタL1（PACRL1）の設定 ・・・ PA3をSCI1のRxD1に設定

 

図 9 ピンファンクションコントローラの設定フロー 

 

init_dtc_tx

DTCコントロールレジスタ
（DTCCR）の設定

・・・ 動作モードの選択

転送情報リードスキップおよび

リピート転送後のチェイン転送の許可／禁止の選択

RTS

DTCモードレジスタA
（MRA）の設定

DTCモードレジスタB
（MRB）の設定

DTCディスティネーションアドレス
レジスタ（DAR）の設定

DTC転送カウントレジスタB
（CRB）の設定

・・・ 動作モードの選択

転送モード、転送サイズ、データ転送後のSARの動作を選択

・・・ DMA転送元アドレスの設定

・・・ DMA転送先アドレスの設定

・・・ DMA転送回数の設定

DTCソースアドレスレジスタ
（SAR）の設定

DTC転送カウントレジスタA
（CRA）の設定

DTCイネーブルレジスタE
（DTCERE）の設定

・・・ DTCベクタ（転送情報格納先アドレス）の設定

・・・ 動作モードの選択

チェイン転送の許可（条件）／禁止、転送時の割り込みタイミング、

転送モード（リピート、ブロック転送時）、データ転送後のDARの
動作を選択

DTCベクタベースレジスタ
（DTCVBR）の設定

DTCベクタ
（転送情報格納先アドレス）の設定

・・・ DTCベクタベースレジスタの設定

・・・ ブロック転送モード時にブロックデータ転送回数の設定

・・・ DTC起動の割り込み要因を選択
SCI1のTXI1を起動要因に設定（DTCEREのDTCE12）

・・・ データトランスファコントローラの初期設定

  （SCI_TXI_1の転送情報設定）

 

図 10 DTCの初期化フロー1 
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init_dtc_rx

DTCコントロールレジスタ
（DTCCR）の設定

・・・ 動作モードの選択

転送情報リードスキップおよび

リピート転送後のチェイン転送の許可／禁止の選択

RTS

DTCモードレジスタA
（MRA）の設定

DTCモードレジスタB
（MRB）の設定

DTCディスティネーションアドレス
レジスタ（DAR）の設定

DTC転送カウントレジスタB
（CRB）の設定

・・・ 動作モードの選択

転送モード、転送サイズ、データ転送後のSARの動作を選択

・・・ DMA転送元アドレスの設定

・・・ DMA転送先アドレスの設定

・・・ DMA転送回数の設定

DTCソースアドレスレジスタ
（SAR）の設定

DTC転送カウントレジスタA
（CRA）の設定

DTCイネーブルレジスタE
（DTCERE）の設定

・・・ DTCベクタ（転送情報格納先アドレス）の設定

・・・ 動作モードの選択

チェイン転送の許可（条件）／禁止、転送時の割り込みタイミング、

転送モード（リピート、ブロック転送時）、データ転送後のDARの
動作を選択

DTCベクタ
（転送情報格納先アドレス）の設定

・・・ ブロック転送モード時にブロックデータ転送回数の設定

・・・ DTC起動の割り込み要因を選択
SCI1のRXI1を起動要因に設定（DTCEREのDTCE13）

・・・ データトランスファコントローラの初期設定

  （SCI_RXI_1の転送情報設定）

 

図 11 DTCの初期化フロー2 
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init_sci1

・・・ クロックソース選択とクロック出力の設定

 　（CKEビットの設定）

RTS

シリアルモードレジスタ

（SCSMR_1）の設定

ビットレートレジスタ

（SCBRR_1）の設定

・・・ シリアル通信フォーマットの設定と

ボーレートジェネレータのクロックソースの選択

・・・ SCI1の送受信および割り込みを禁止（初期値）

・・・ 通信速度の設定

シリアルコントロールレジスタ

（SCSCR_1）の初期化

・・・ シリアルコミュニケーションインタフェースの初期設定

 （SCI1初期設定）

シリアルコントロールレジスタ

（SCSCR_1）の設定

1ビット分以上の
ウェイト完了？

No

Yes

 

図 12 クロック同期式モード送受信初期設定フロー 

 

INT_SCI_SCI1_TXI1

・・・ 指定回数送信後、送信割り込みを禁止に設定

RTE

シリアルステータスレジスタ

（SCSSR_1）のTDREをクリア

・・・ 送信割り込み処理

送信割り込み禁止

【注】　この割り込み関数は、DTCで指定された回数のデータ転送終了後のみ実行されます。 

図 13 クロック同期式モード送信割り込み処理フロー 

 

INT_SCI_SCI1_RXI1

・・・ 指定回数受信後、受信割り込みを禁止に設定

RTE

シリアルステータスレジスタ

（SCSSR_1）のRDRFをクリア

・・・ 受信割り込み処理

受信割り込み禁止

【注】　この割り込み関数は、DTCで指定された回数のデータ転送終了後のみ実行されます。 

図 14 クロック同期式モード受信割り込み処理フロー 



SH7216グループ DTCを使用した SCI（クロック同期式）データ転送例 

RJJ06B1160-0101  Rev.1.01  Page 17 of 24 
2010.06.25  

INT_SCI_SCI1_ERI1

RTE

シリアルステータスレジスタ

（SCSSR_1）のエラーフラグを
クリア

・・・ 受信エラー割り込み処理

各エラー処理 ・・・ エラー処理発生時の処理内容は割愛させていただきます

 

図 15 受信エラー割り込み処理フロー 

 

2.4 参考プログラムのレジスタ設定 

2.4.1 クロックパルス発振器（CPG） 
表 6に参考プログラムで使用したクロックパルス発振器の設定を示します。 

表 6 クロックパルス発振器設定 
レジスタ名 アドレス 設定値 機能 

周波数制御レジスタ 
（FRQCR） 

H'FFFE0010 H'0303 STC[2:0] = "B'011": ×1/8倍（Bφ） 
IFC[2:0] = "B'000": ×1/4倍（Iφ） 
PFC[2:0] = "B'011": ×1/8倍（Pφ） 

 

2.4.2 低消費電力モード 
表 7に参考プログラムで使用したスタンバイコントロールレジスタ（STBCR）の設定を示します。 

表 7 スタンバイコントロールレジスタ設定 
レジスタ名 アドレス 設定値 機能 

スタンバイコントロール

レジスタ 2（STBCR2） 
H'FFFE0018 H'00 MSTP4を“0”に設定：DTCは動作（初期値） 

その他初期値 
スタンバイコントロール

レジスタ 5（STBCR5） 
H'FFFE0418 H'BF MSTP56を“0”に設定：SCI1は動作 

その他初期値 
 

2.4.3 割り込みコントローラ（INTC） 
表 8に参考プログラムで使用した割り込み優先レベル設定レジスタ（IPR）の設定を示します。 

表 8 スタンバイコントロールレジスタ設定 
レジスタ名 アドレス 設定値 機能 

割り込み優先レベル設定

レジスタ 16（IPR16） 
H'FFFE0C14 H'0F00 MTU2_0（TGIA_0～TGID_0）の割り込みレベルを

15に設定 
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2.4.4 データトランスファコントローラ（DTC） 
表 9に参考プログラムで使用した DTCのレジスタ設定を示します。 

表 9 DTCレジスタ設定 
レジスタ名 アドレス 設定値 機能 

DTCコントロール 
レジスタ（DTCCR） 

H'FFFFCC90 H'00 RRS = 0：転送情報リードスキップを行わない 
RCHNE = 0：リピート転送後のチェイン転送を禁止
ERR = 0：割り込み要求なし 

DTCベクタベース 
レジスタ（DTCVBR） 

H'FFFFCC94 H'FFF90000 DTCベクタベースアドレスを設定 

 

割り込み要因 SCI1の TXI1での DTC転送情報の設定 

レジスタ名 アドレス 設定値 機能 
DTCモードレジスタ A 
（MRA） 

H'FFF90800 H'08 MD[1:0] ="B'00"：ノーマル転送モード 
Sz[1:0] ="B'00"：バイトサイズ転送 
SM[1:0] ="B'10"：転送後 SARをインクリメント 

DTCモードレジスタ B 
（MRB） 

H'FFF90801 H'00 CHNE = 0：チェイン転送禁止 
CHNS = 0：チェイン転送禁止の為無効 
DISEL = 0：指定転送回数転送後、CPUに対し割り込

み要求 
DTS = 0：ノーマル転送モードの為無効 
DM[1:0] ="B'00"：DARを固定 

DTCソースアドレス 
レジスタ（SAR） 

H'FFF90804 ― 転送元アドレスを設定 
内蔵フラッシュメモリに配置したデータテーブル

（TR_DATA[]）の先頭アドレス 
DTCデスティネーション
アドレスレジスタ（DAR） 

H'FFF90808 SCTDR_1 転送先アドレスを設定 
トランスミットデータレジスタ（SCTDR） 

DTC転送カウント 
レジスタ A（CRA） 

H'FFF9080C H'20 転送回数の設定 
32回 

DTC転送カウント 
レジスタ B（CRB） 

H'FFF9080E H'00 ノーマル転送モードのため、無効 

DTCイネーブル 
レジスタ E（DTCERE） 

H'FFFE6008 H'1000 DTCを起動する割り込み要因の選択 
SCI1の TXI1（DTCE12）を選択 

 

割込み要因 SCI1の RXI1での DTC転送情報の設定 

レジスタ名 アドレス 設定値 機能 
DTCモードレジスタ A 
（MRA） 

H'FFF90810 H'00 MD[1:0] ="B'00"：ノーマル転送モード 
Sz[1:0] ="B'00"：バイトサイズ転送  
SM[1:0] ="B'00"：SARを固定 

DTCモードレジスタ B 
（MRB） 

H'FFF90811 H'80 CHNE = 0：チェイン転送禁止 
CHNS = 0：チェイン転送禁止の為無効 
DISEL = 0：指定転送回数転送後、CPUに対し割り込

み要求 
DTS = 0：ノーマル転送モードの為無効 
DM[1:0] ="B'10"：転送後 DARをインクリメント 

DTCソースアドレス 
レジスタ（SAR） 

H'FFF90814 SCRDR_1 転送元アドレスを設定 
レシーブデータレジスタ（SCRDR） 
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レジスタ名 アドレス 設定値 機能 
DTCデスティネーション
アドレスレジスタ（DAR） 

H'FFF90818 ― 転送先アドレスを設定 
内蔵RAMに配置したバッファエリアの先頭アドレス
（DTC_RX_ADD） 

DTC転送カウント 
レジスタ A（CRA） 

H'FFF9081C H'20 転送回数の設定 
32回 

DTC転送カウント 
レジスタ B（CRB） 

H'FFF9081E H'00 ノーマル転送モードのため、無効 

DTCイネーブル 
レジスタ E（DTCERE） 

H'FFFE6008 H'2000 DTCを起動する割り込み要因の選択 
SCI1の RXI1（DTCE13）を選択 

 

2.4.5 シリアルコミュニケーションインタフェース 1（SCI1） 
表 10に参考プログラムで使用した SCI（チャネル 1）のレジスタ設定を示します。 

表 10 SCI1（チャネル 1）レジスタ設定 
レジスタ名 アドレス 設定値 機能 

シリアルモードレジスタ 
（SCSMR_1） 

H'FFFF8800 H'80 C/A ="1"：クロック同期式モード 
CHR = "0"：8ビットデータ 
CKS[1:0] ="B'00"：Pφクロック 

ビットレートレジスタ 
（SCBRR_1） 

H'FFFF8802 D'124 調歩同期式モード 
ビットレート：100k（bps） 
初期設定 
TIE ="0"：送信データエンプティ割り込み（TXI）要

求を禁止 
RIE ="0"：受信データフル割り込み（RXI）要求と 
     受信エラー割り込み（ERI）要求を禁止 
TE ="0"：送信動作を禁止 
RE ="0"：受信動作を禁止 

H'00 

設定時 
クロック同期式モード 
CEK[1:0] ="B'00"：内部クロック／SCK端子は、同期
クロック出力 

シリアルコントロール 
レジスタ（SCSCR_1） 

H'FFFF8804 

H'F0 送受信許可時 
TIE ="1"：送信データエンプティ割り込み（TXI）要

求を許可 
RIE ="1"：受信データフル割り込み（RXI）要求と 
     受信エラー割り込み（ERI）要求を許可 
TE ="1"：送信動作を許可 
RE ="1"：受信動作を許可 

H'84 初期設定 
TDRE ="1"：トランスミットデータレジスタエンプ

ティフラグ 
TEND ="1"：トランスミットエンドフラグ 

シリアルステータス 
レジスタ（SCSSR_1） 

H'FFFF8808 

H'04 設定時 
TDREフラグをクリア 
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3. 参考ドキュメント 
• ソフトウェアマニュアル 

SH-2A/SH2A-FPUソフトウェアマニュアル 
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください） 

 

• ハードウェアマニュアル 
SH7216グループ ハードウェアマニュアル 
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください） 

 

 



SH7216グループ DTCを使用した SCI（クロック同期式）データ転送例 

RJJ06B1160-0101  Rev.1.01  Page 21 of 24 
2010.06.25  

ホームページとサポート窓口 
ルネサス エレクトロニクスホームページ 

http://japan.renesas.com/ 
 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/inquiry 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。 



 

 

改訂記録 

改訂内容 
Rev. 発行日 ページ ポイント 
1.00 2010.04.23 — 初版発行 
1.01 2010.06.25 — FRQCR設定方法変更に伴うソースプロジェクト修正 

    
    
    
    
    

 



 

 

製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
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